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 強風の中､素晴らしい力走と応援を続けた種小っ子｡各学年の３位まで入賞 

した子を紹介いたします。なお､賞状伝達は後日の全校朝会で行う予定です。 

 

 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

男

子 

1

位 

舘野  舜 

◎４分４０秒 

金原  跳 

４分３１秒 

小橋 拓実 

◎６分２３秒 

大入 一朗 

６分２２秒 

小林  海 

◎７分３６秒 

髙村 賢孜 

７分５２秒 

2

位 

下田 翔蒼 

◎４分４４秒 

熊谷 昂大 

４分４９秒 

田村 蒼吾 

◎６分２６秒 

金原 彪雅 

６分５３秒 

吹切  渚 

８分１４秒 

板橋 孝敏 

８分２０秒 

3

位 

外久保乃亜 

◎４分５２秒 

澤口 流生 

４分５０秒 

岩﨑  啓 

６分４０秒 

尾形悠太朗 

７分００秒 

藏谷  葵 

８分１５秒 

佐々木陽聖 

８分２６秒 

女

子 

1

位 
續石 香玲 

４分５３秒 

雪畑 璃音 

◎４分４０秒 

小野 美紗 

◎６分４１秒 

岡田 ゆあ 

７分０８秒 

庭瀬 音寧 

９分３３秒 

澤村 遥菜 

７分５３秒 

2

位 

岡田あいら 

５分０１秒 

麥澤 瑠奈 

５分０１秒 

大道 瑚夏 

◎６分４２秒 

大谷 琴汐 

７分１９秒 

大道 柚姫 

９分３６秒 

大坪 琉那 

８分５７秒 

3

位 

万谷 心友 

５分０３秒 

相野 夢羽 

 ５分０６秒 

田口 結愛 

７分２０秒 

田毛友絆奈 

７分２６秒 

袖山 莉緒 

９分４７秒 

髙城 妃沙 

９分３８秒 

※走行距離は、1･2年生…1.0ｋｍ、3･4年生…1.5ｋｍ、5･6年生…2.0ｋｍとなっています。 

※◎印は、大会新記録です。 

 

【大会記録一覧（今年度樹立された新記録を除く）】 

種 目 氏 名 記 録 種 目 氏 名 記 録 

１年女子 雪畑 璃音 ４分４７秒 ５年女子 澤村 遥菜 ８分４４秒 

２年男子 田村 蒼吾 ４分２７秒 ６年男子 竹髙 有竜 ７分４０秒 

４年男子 吹切  渚 ５分５４秒 ６年女子 大入 蒼生 ７分４１秒 

４年女子 今野 優来 ７分０２秒 この７つ大会記録の樹立年度は、全て平成３０年度 
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男

子 

の

部 

 

 

 

…多くの温かいご声援､ありがとうございました… パート２ 

女

子 

の

部 

【令和元年度・校内マラソン大会 結果一覧（上位３位まで）】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域や保護者の皆さん、友だち、種市幼稚園の園児の皆さんの応援もあり、種小っ子は   

しっかりと頑張り貫きました。 

種小っ子の頑張りに、目頭を押さえる保護者や地域の方々も見受けら 

れました。校内マラソン大会で培った力を、今後の学校生活でしっかりと 

活かしてまいります。 

 

 

 
台風接近に伴う１３日（日）の本校の対応については、本日お配りした文書「台風１９号

接近による本校の対応について」をご覧になってください。 

多くのボランティアさんのご協力があったからです。 

 今回の大会でも、交通指導員さんや多くの PTA ボランティアさん

が子ども達の安全と力走を見守ってくれました。お陰で、大きな 

けがや事故もなく走ることができました。 

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。 

校庭を中心とした「周回コース」のため、 

より身近で、繰り返し子ども達を応援できたからです。 

 子ども達が走っている場面で、ほぼ切れ目なく応援を 

いただけるので、それを励みとして子ども達がしっかり 

頑張れ、保護者の皆さんはその子ども達の頑張る姿を身近

で見続けられたからです。 

その１ 

その２ 

涙もあり、笑顔もあった、感動的なマラソン大会となった理由 

保護者や地域の皆さんをはじめとする、温かく大きなご声援が 

たくさんあったからです。 

     保護者や地域をはじめ多くの方々からの応援で、練習の成果を 

   きちんと発揮し､最後の一歩までしっかり走り切る事ができました｡ 

皆さんのご声援で子ども達は１ｍ先に進め、 

１秒速く走る事ができました。子ども達が１００％の力を 

発揮できた温かい声援に感謝いたします。 

          みんなの心が 1 つになり、「がんばり」、「支えあった」からです。 

「大会の日だけ頑張ればいい」、「先生に言われたから走る」、 

「自分だけが完走すればいい」などのレベルではなく、自ら 

の目標を立てその目標に向かい連日、仲間と共に 

しっかりと走っていました。『勝ち負けよりも、 

自分の持てる力を全て出し切る』事や『友と共に 

ゴールする喜び』の大切さをしっかりと理解して 

いる種小っ子達は『大会で 100％の力を発揮する 

ために、練習から 120％の力で頑張りました。 

その４ 

その３ 


